
1 5 日本 子 どもの 虐 待 防 止

民間 ネ ッ トワ ー ク C A P N A

しつ け と虐 待 を考 え るワー クシ ョップ

参加 者 ：大 人 1 0 名

内容 ：子 どもの 権 利 と虐 待 について、子 どもの虐 待 が 子 どもへ の暴 力 の 問 題 であり、子

どもの 人 権 を 侵 害 す る 問 題 で あ る ことに つ い て 、歴 史 的 な 視 点 と現 状 か らレポ ー トしま

した 。そ の 後 、子 どもへ の 虐 待 が お きると、「しつ け として 殴 った 、私 の 子 の た め だ 、何 が

悪い の だ 」と主 張 す る大 人 の 存 在 が あ る ことや 、「 どこま でが しつ け で 、ど こか らが 虐 待 と

なる の か 」と、迷 う声 もあ ることもふ ま え て 、こうい った ことが 、しつ け と虐 待 を 連 続 した も

のとする大 人 の 側 の 見 方 の 現 れ なの ではな いか と考 えてみ ました 。レポ ー トの 後 、子 ど

もの 権 利 と大 人 の 行 お うとして い る しつ け や 、起 きて い る子 ど もへ の 虐 待 に つ い て 、具

体的 なケ ー ス を元 に 作 られ た事 例 か らフロア参 加 に よる ロー ル プ レイを行 い 、フロア と共

に考 え てい きま した 。

3 ．プログラム

① 子 どもの権 利 と子 どもの虐 待

＊ 子 どもの 虐 待 を歴 史 的 に 考 え る。

＊ 子 ども虐 待 の 今 は どうか

＊ 「 しつ けと虐 待 」は どう捉 え た らい い の か 。

② ケー スか ら考 える

＊ あ る虐 待 を受 け た 男 の 子 の ケ ー ス に つ い て

＊ 虐 待 が 起 きて いた 頃 の エ ピソー ドか ら考 える 。

③ エ ピソー ドを み ん な で 考 え てみ た い 。

＊ エ ピソ ー ドシ ー トを使 って や って み よ う。

1 6 在日 外 国 人 の 教 育 を考 え

る会・滋 賀

多文 化 共 生 を

考える

参加者 ：大 人 1 6 人

内容 ：多 文 化 共 生 を考 える

一日 本 に住 む 外 国 に ル ー ツ をもつ 子 どもた ち の 人

権は今 一

在日外 国 人 の 子 どもたちの 人 権 についてパ ネラー

の話 題 提 供 を受 け話 し合 いを しま した 。
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1 7 子どもの権 利 条 例 の 制 定 を考 える

（ 実 行委 員会 企画 ）

条例 制 定 状 況 、制 定 後 の 状 況 悩 み な どを

議論 する場

参加 者 ：午 前 ： 大 人 1 4 人 こども0 人 午 後 ： 大 人 2 0 人 こども0 人

内容 ：シンポジウム

コー デ ィネ ー ター ：鎌 田 ゆ り

シンポ ジス ト ： 喜 多 明 人 早 大 教 授 荒 牧 重 人 山 梨 学 院 大 学 教 授 高 木 章 成 法 政 大 学

大学院生

i テー マを、「子 どもの権 利 保 障 のた めに 、子 ども条 例 の 制 定 は 不 可 欠 か 」として、午 前・午 後

を通 して、シンポ ジス トか らの 基 調 報 告 を聞 いた上 で議 論 を深 めた 。

ii 午 前 の 部 で は 、条 例 制 定 直 後 の 自 治 体（目 黒 区 ）と制 定 検 討 中 の 自治 体（小 金 井 市 ）に

関して 、それ ぞれ 喜 多 先 生 と高 木 さん か ら、子 ども条 例 制 定 へ の「熱 意 や 構 想 」、これ を実 現

する「手 順 や 工 夫 」、及 び「反 対 勢 力 の存 在 」等 について報 告 を頂 き、議 論 した 。

iii 午 後 の 部 で は 、条 例 制 定 後 一 定 の 成 果 を上 げ てい る自 治∵体（川 西 市 川 l崎 市・多 治 見

市）に 関 して 、荒 牧 先 生 か ら、「 条 例 化 」が 果 たす 役 割 、及

び条 例 を「実 施 」す ることの 大 切 さにつ い て報 告 を頂 き、議

論した 。

i v 午 前・午 後 を通 しての 議 論 で確 認 され たことは 、子 ども

の権 利 保 障 に果 たす 子 ども条 例 の 役 割 の 大 切 さや 、子 ども

条例 の 精 神 を維 持 す るため の 不 断 の 努 力 の 大 切 さでした 。

そして 、何 事 に も成 果 を 求 め られ る ように な ってき た 行 政 施

策において、子 ども条 例 制 定 の 成 果 は 、子 どもたちか ら、「こ

の町 が 好 きだ 」とい う評 価 をもらえる ことに 顕 れ る の で は な い か とい うことで あ った 。

1 8 子どもワー ク会 議 紙芝 居 でつづる子 どもの ？あれ これ

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 8 名 子 ども2 8 名 午 後 ／ 大 人 8 名 子 ども1 9 名

内容 ： ① ワー ク会 議 のメンバ ー 自 己 紹 介

② テー マ別 の 紙 芝 居 の 披 露

「子 ども権 利 か ら考 える義 務 教 育 について」

③ グルー プ討 議「義 務 教 育 のあ り方 」

「 子 どもの権 利 に守 られ た校 則 とは

① 発表

② 啓 発 ポ ス ター づ くり

③ 子 どもたち に よる校 則 づ くり

幅 広 い 世 代 、地 域 か らの 参 加 者 が あ り、子 どもの権 利 か ら見 た義 務 教 育 の ありか たや 校 則

のあ りか たが 話 し合 わ れ た。「子 どもの権 利 を守 るため に は校 則 は不 必 要 なの では ないか 」や

「 校 則 を 自分 たちで話 し合 い、作 れ れ ばよい」などの意 見 が 出 され 、自 分 たちの校 則 を作 って

みることになった。先 生 を選 ぶ 権 利 や 先 生 に注 意 する権 利 、学 校 で遊 ぶ 権 利 など様 々 な意 見

が出 され た 。この 分 科 会 の よ うに 大 人 とこど もが 同 じテ ー ブル に 立 つ 機 会 が 増 え ることが 、子 ど

もの権 利 を普 及 す る 1 つ の手 立 てと考 える。



1 9 lエ クパ ット ジ ャパ ン l子 どもの 安 全 を子 ども 自 身 が 守 るた め に

参加 者 ：大 人 8 名

内容 ：「子 どもの 安 全 を子 ど も 自 身 が 守 るた め に 」とい うタイ トル で 、当 会 が 作 成 した S A

F E プ ログ ラム を活 用 し、子 ど も巻 き 込 ま れ うる危 険 な 状 況 に 対 し、ど の ように 対 応 でき

るか 、お とな は どう対 応 す べ きか 、お となと子 どもの 関 係 の 取 り方 、地 域 社 会 は な に を話

し合 った 。



2 1 lケ ア リング クラウン トンちやん ‾ 座 l 芸 と笑 い が 心 の 癒 しとな るた め の 活

参加 者 ：午 前 ／大 人 1 0 名 子 ども3 0 名

午 後 ／ 大 人 2 0 名 子 ども3 0 名

内容 ：

午前 ケ ア リング クラウン の 説 明

人 の よ い コミュニ ケ ー シ ョン の とり方

午後 エネルギ ーをもらって 自分 自 身 に起 こる変 化 の実 演 。

／くル ー ンを作 って 工 夫 す る楽 しさを伝 える（サ ンタさん ）
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と
聞
く
の
？

い
じ
め
ら
れ
た

ん
だ
よ

ー・
付
き
合
い
悪
い
っ
て

ど
う
し
て
、
い
つ
も
勉

強
ば

か
り
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？

勉
強
が
大
事
だ
か
ら
よ
（
ピ
シ
ャ
リ
）

勉
強
も
大
事
だ
け
ど
、
み
ん
な
と
遊
ば
せ
て
よ

！

12



母

勉
強
し
な
さ
い
ー
・

あ
な
た
の
た
め
を
思
っ
て
言
っ
て
る
の
よ

！

井
上
君

も
う
、
勉
強
ば
か
り
な
ん
て
イ
ヤ
だ

！

父祐
太

リ
カ

井
上
君

確
か
に
勉
強
も
大
事
だ
け
ど
、
進
ん
で
る
時
間
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

お
母
さ
ん
は
、
僕
の
こ
と
な
ん
て
全

然
分
か
っ
て
な
い
ん
だ

！

『
家
庭
』

N
A

あ

る
日
の
夕
食

こ
と

父

母

リ
カ
ー
、
祐
太
－
。
ご
は
ん
で
す
よ
－

－
・

り
力
・
祐
太

は
ぁ
－
い

全
員

い
た
だ
き
ま
す

（
食
べ
る
フ
リ
を
す
る
。
少
し
時

間
を
空
け
る
）

母

そ
う
そ
う
。
こ
の
間

の
テ
ス
ト
、
今
日
返
っ
て
き
て
い
る
は
ず

よ
ね

？

ど
う
だ
っ
た

の
？

（
弟

は

テ
ン
シ

ョ
ン
が
低

い
か
ん
じ

で
）

祐
太

僕
は
8
5
点
だ

っ
た
…

（
父
、
姉
は
無

言
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
フ
リ
）

リ
カ

リ
カ

祐
太

8
5
点
だ
っ
た

の
～
。

今
回
は
9
0
点
以
上
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、
次
回
は
が
ん
ば
っ
て
ね

そ
う
だ

！
お
前
は
勉
強
し
た
ら
出
来

る
子
な
ん
だ
か
ら
次

回
は
が
ん
ば
れ

う
ん
！
次
は
絶
対
に
1
0
0
点
と
る
よ

！

と
こ
ろ

で
、
リ
カ

は
ど

う

だ

っ
た

の
？

（
下
を
向
い
て
、
ド
ン
ヨ
リ
と
し
た
雰
囲
気
を
だ
し
て
）

3
5
点
だ
っ
た
…

で
も
ね
、
今
回
の
テ
ス
ト
は
す
っ
ご
く
難
し
か
っ
た
ん
だ
よ

で
も

、
他

の
子

は

ち
ゃ
ん
と
い
い
点

と

っ
て
る

ん
だ

ろ

！

3
5
点

な
ん
て
、
勉
強
し
て
な
い
証
拠
や
！

そ
う
よ
。
あ
な
た
は
お
姉
ち
ゃ
ん
な
の
に
、
い
つ
も
そ
ん
な
点
数
と
っ
て
。

お
母
さ
ん
は
恥
ず
か
し
い
わ
。
お
母
さ
ん
の
立

場
も
考

え
て
よ
。

だ
っ
て
、
行
き
た
く
も
な
い
ピ
ア
ノ
に
毎
日
行
か
さ
れ
て
…

ピ
ア
ノ
と
勉
強
、
両
方
す
る
な
ん
て
無

理
や
し

！

リ
カ
は
い
つ
も
そ
ん
な
言
い
訳
ば

っ
か
り
言
っ
て
！

あ
な
た
に
は
、
が
っ
か
り
よ
。

だ
っ
て
…

（
姉
の
心

の
声

で
気
持
ち
を
言
う
し
ば

ら
く
、
暗
い
雰
囲
気
）

お
姉
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、
勉

強
が
ん
ば

っ
た
ら
出
来
る
よ

（
姉
は
だ
ま
っ
て
、
す
ぐ
に
席
を
立
ち
、
舞
台
裏
へ
）

2 2



全大会『人権フォー』 シナリオ 大人実行妻且会

＜ 登場人物＞

父親

母親

子 ど も

設定 パ ー ト 1 ・

パ ー ト 2 ・ ・

・ 子 どもの話 を聞 かず 、頭 ごな しに怒 る親 （鬼マ マ と称 します ）

・ 子 どもを理解 してい るつ も りの父 、何 で もいい な りに決 めて します。

（真綿 父 と称 します ）

パー ト3 ・ ・・ 子 ど もの人権 を しっか り認識 し、 子 どもの話 を対等 の 立場 で しっか

り聞 い て くれ る親

パー ト 1

も

も

ど

ど

子

母

子

母

子ど も

母

こど も

母

子ど も

「 お母 さん相 談が あ るんや け ど ？」

「 な に ？は よ言 うて 」

「 あんな～ ピア ノや めたい ねん 」

「 ピ ア ノや め た い ？ ま た そ ん な こ とい うて 。・・ あ んた はお習 字 の とき もそ うや

ったや ろ。 い つ で もそ うや ！ ！一 つ ぐ らい 、 ちや ん と続 け られ へ んの 、 そん な

根 性 な しや った らこれ か ら何 に も出 きへ ん で～

て き た の に 」

「 そや け ど、や めたいね ん ！」

「 な に言 うて ん の ， か っ て こ とば っ た り言 うて 」

「 ほ っ とい て えな 、わ た しのか ってや ろ」

「 か っ て に し な さい 」

「 か って にす るわ ！ ！」

－23 －

高い お金 出 して長 い こ と習 っ



N O 2
こど も

父

こど も

父

こど も

父

子ど も

父

N O 3
こど も

父

こど も

父

子ど も

父

子ど も

父

子ど も

父

子ど も

父

「 お父 さん、話 あ るん や け ど－ 。」

「 なんや、育子」

「 あ んな 、 ピア ノや めたい んや ん か。」

「 そ うか －。や めたい んや った らや め た らいいや ん か」

「 も う、 お 父 さん は － も うえ え わ ！ ！」

「 な に怒 って るね んな あ～ 」

「 も うええわ ～」（移動 ）

「 や めた いい うた か ら、や めてい いい うた のに 、な にお こって るんた ろな～

最近 の こ ど もは わか らん わ～ 」

「 お父 さん、話 あるんや け ど－。」

「 なんや 、育子」

「 あ んな 、 ピア ノや めたい んや んか。」

「 長 い こ とや っ て き た に な ど う した ん や 」

「 あ んな ピア ノは嫌 い ちが うんや け ど、練 習 ば っか りで友達 と遊 べへ ん ねん」

「 そ うか 、友達 あそび たい いや な」

「 うん、小 学 生の とき しか あそ べんへ ん し・ ・ ・ 」

「 そ うや な 、 子 ど もに は ち や ん と遊 ぶ 権 利 も あ る もん な ～ ど う した らい い か な ？」

「 ち ょっ と考 え て み る わ 」

「 ま た、 なん か あった ら、 いつ で も相 談 してや ～ 」

「 あ り が と う ！ ！話 聞 い て く れ て あ り が と う」

「 こ っ ち こ そ 、 い っ こ と話 で き て 嬉 しか っ た わ 」

－24 －



感想

第1 日 目

・ （60 代 以 上 女 ） 信 頼 され る大 人 で ありたい と思

い つづ けて来 た。自分 の 活 動 を通 して感 じてきた

ことを行 政 や 世 間 に知 らしめ る事 をしてい ない と

反 省 した 。

（ 50 代 女） もっと小 さい子 か ら人 権 意 識 をもたせ る教 育 をしていきたい。

（ 40 代 女）子どもと大人が共に企画し、実行 していて大変良かった。全国の動き

や県の取 り組みの状況が分かって参 考になった。

（ 40 代 女）子どもたちの考え方や 思いを十分 に聞いてあげていなかったことを

反省 した。家 に帰 った ら寄 り添 ってあげた いと思 う。

（ 40 代 女） 子 どもを持 つ親 としていろんな ことを学 びたい と思 い参 加 した 。

（ 40 代 女 ） 子 ども達 が とても辛 い思 いをしていることにもっと気 付 い ているべ き

だと思 った。大 人 としてとても反 省 している。

（ 40 代 女 ） 怒 りも涙 もい いですね 。とまどいも、1つ 1つ の 大切 な意 見 としてか み

しめ たいと思 い ました。

（ 40 代 女 ） 子 どもが 出てました 。とてもよか ったです 。

（ 40 代 女 ） 子 どもたちも大 人 たちも多くの 課 題 をいただ いた ようです 。これ か ら

がスター ト。私 も関 わ っていきたいです 。

（ 2 0 代 女）子 どもの企画 が多いの はとても良かった。構成 が大人 向けにしてあ

つたのは残念 。

（ 20 代 女）子どもたちの意識 が高いということが伝わった。島小のシステムがも

つと波 及 していくよう、大 人 たち がサ ポ ー トしていくべ き。

（ 10 代 男） 白熱 した意 見 が とびだ し、楽 しか った 。

（ 10 代 女） 劇 は 自分の気持 と同じ所が 多く、分 かりやすかった。権 利について

考えることが でき良 か った 。

（ 10 代 男 ） 共 感 することがた くさん あった。子 どもの 権 利 の ことが よく分 か った 。

（ 無記 名） 中身 は充実 していたが 、シンポジウムの参 加者が 少なか ったの が残

A忍0

－25 －



第2 日 目

・ （50 代 女）大 人は子どもに何をするべ きか分かった。私 自身のもやもやも晴れ

た。

・ （40 代 女 ） 子 どもたちの 活 躍 が たくさん 見れ てうれ しくなった 。お となが ひつぱ る

のでな く、一 緒 に考 えて感 じてすす ん でい きた いと思

う。

（ 30 代 女）子どももー緒に楽 しめたのでよかった。

（ 20 代 男 ） 紙 芝 居 を見 て … とい うの が す ごく良 い と

思った。議題がつかみやすく参考 になった。

（ 20 代 女 ） いろいろな思 いを聞 くことが できた 。私 も

次につなが るようが ん ばらなきゃと思 った。

（20 代 女）「いろんな違 いがあるんだ」とか人権の基礎が 日本 中で浸透 してい

けば 、いろんな 苦 しみ が 改 善 され ていくの かな 、と感 じた 。

（ 20 代 男 ） 多文 化 主 義をテー マ にしたようなシンポジ ウムを継 続 してい けるよう

な環 境 が コミュニティの 中に必 要 だ と感 じた。

（ 10 代 男 ） 自分 自身 もす ごく勉 強 にな り良か った。熊 本 にも是 非 行 ってみ たい 。

（ 20 代 女）子 どもたちのエネルギーに驚き、無限の可能性を感 じた。2 日間でこ

ちらまで 元 気 をもらった気 がす る。子 どもたちは 今 回 の フォーラムに 自信 を持 ってい

いと思 う。

ー26 －



盛

近
江
八
播

で
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム

寸劇 で日ごろ の患いを 裁現す る子 ども実行垂 のメ ンバ ー
（近江 八撼 ！弔躾飼町の鼎 立圭殉女光岡参 暮翻セ ンターで ）

ワ
ー
ク
の
膏
多
明
入
代
義
は
官

頭
の
あ
い
さ

っ
で
、
広
島
、
栃

木

で
起

き
た
資
児
穀

欝
に
甑

前

、
「
痛
渡
し
い
堺
件
。
子
ど

2 005／12／04 読売新聞

人
権
が
常
態
登
れ

て
い
な
い
こ
と
を
棄
警

払

と
神
妙
に
繕

っ
た
。

こ

の
後

、
フ

ォ
ー

フ
ム

の
運

営
に
か
か
わ
る
同
市
立
鳥
小
の

児
革

わ
が
、
日
ご
ろ
、
学
校
や

家
庭
で
感
じ
て
い
る
不
満
、
悩

み
を
寸
刺
で
紹
介
。

「
親
が
貰
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
な
い
」
「
弟
が
い
る
と
、

す
ぐ
『
お
姉
ち

ゃ
ん
な
ん
だ
か

ら
』
と
雷
わ
れ
る
け
ど
、
－
人

－
人
、
個
人
と
し
て
見
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
セ
リ
フ
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
条
約
に
う
た
わ

れ
た
入
梅
の
尊
鳶
な
ど
を
コ
ミ

カ
ル
な
演
技
で
轡

見
、
親
密
を

引
き
込
ん
神
代

．
†一一
、r
ト
二

】■l
リ
ヘ
J

』
J

Jヽ

ノヽ
ヽ
′
－ヽ
ノ

子
ど

も

の
権
利

大
切

に
ね

謂
川
謂

小
中
高
生
ら
劇
披
露

鳶

こ
も
の
権
利
免
約
フ
蔀

“
（
同
フ

ォ
ェ

フ
ム
罪

オ
エ

フ
ム
2
0
0

5
i

n
し

榊行

祭
主
健

）
が

三
日
、
近

江

舶
嘉

し
、
子
ど
も
の
種
別
の
大
切
さ
を
折
え
る
子
ど
も

た
ち

へ塩
江
ぺ
蛸
市

一
県
立
男
衆
錦
岡
番
釣

ヤ｝ン
タ
ぎ∴

八
郷

滞
鵜

飼

町

の
県

立

男

女

共

同
参

画
セ

ン
タ

！

で

始
ま
り
、
子
ど

も
の
権
利

の
大
琴
さ
を
抑
え

る
刺
や

パ
東

ル
討
論
な
ど

が
行
わ

れ

た
ち同

フ
ォ
エ

フ
ム
は
、
組

遜

が
津

山し
た
チ
ど
も
の
権
利

魚
約

を
多

く
の
人

に
知

っ
て

も
ゃ
お
う
宅

…
九
九
三
昧

か
ら
毎
年
、

日
本

各
地
で
開

か
れ
て
い
る

∂
滋

賀
県
で
は

初
め
て
の
開

催
で
、
県
内
外

の
子
ど
も
や
教
簡
閲
横
着
ら

約

こ
告

五
十

人

が

奉
加

し

た
。ま

ず
、
実
行
草
炭
畏
の
野

口
正
人
立
命
大
贅

こ
楽

し
く
学
ん
で
、
有
意
禿
な
時

間

に
し

て

く

だ

さ

い

仙
と

あ

い
さ

つ
。
続

い

て
、

県

内

の
小

巾
蔵

隼

り
約

三
十

人
が
、
学
校
や
寮
滋

を
舞

台
に
L
た
刺
を
披
範
。

叫勉

強
だ
け

で
子
ど
も
を
判
断

し

な

い

で
」

「
勉

強

も

大

一

事

だ

け
ど
、

み

ん
な

と

一

緒

に
遊

び
た
い
」
な

ど
と
訴

え
た
I
パ

ネ
ル
討

論

で
は
、

小
学
校
敷
物
や
子
ど
も
ら

†

∧
が
、
子
ど
も

の
格
別

に

つ

い

て
の

濃
兇

を

出

し
合

っ
た

。
四
日
は
、
遊
び
や
学
校
、

感
得
な
ど
こ
十

こ
の
テ

ー

マ

別
に
絶
し
令
つ
分
科
会
が
行

わ
れ
る
ぐ

2 0 05／12／0 4
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☆子ども実行委員会の様子☆

■日程 と内 容 ■

9 月 17 日 『趣 旨 説 明 ＆仲 良 くな ろう』（レクリエ ー ション・ワー クショップ ）

初めての 会議 。はじめて会 う人もいてちょっと緊 張気 味 ‥・（00；）

1 0 月 1 日 『さて何 を しようか な ？』（ワ ー クシ ョップ ）

やってみ たいことをみ んなで出 し合 って「劇 」と「トーク」に決 定（′▽ 、）b

l O 月 15 日 『みん なの 普段 思 ってること』（フォーラムの タイトル決 め・シナリオ づくり）

たくさんの 人に来 てもらえるようなタイトルを決 めるの にはすごく時間 がか かったけど、中 身の濃 い、

想い の た くさん 詰 ま った タイトル が できま した（＊人人＊）シナ リオ は 3 幕 構 成 に 。

1 0 月 2 9 日 『おとなの想 いもきいてみ よう』（意見 交換 ／ シナリオづくり・練 習 ）

全体 会 の流れ について、大人 の実 行委 員会 の 人と考 えました 。ちょっと難 しかったけど、大人 の想

いもナマできけたよ☆そ して、突然 次 回は「合宿 」に決定（；＋ 且＝）

1 1 月 12 日～13 日 『合 宿 ！ ！』（練習 ／準 備 等）

時間がないぞ ！ ！練 習だあ ！！でも一番 の収 穫 は仲 間とのチーム ワー クかな（＊′∇、＊）

1 1 月 2 6 日 『本番にむけて』（最終練習／当 日の準備等確認）

練習の ビデオを 自分 たちで見直 しなが ら最 終 調整をしたり、ひととおり本 番 の涜 れ で練 習 したり。

あとは本 番を残 すの み ！p（∧－〈）q

1 2 月 3 日・4 日 （さあ 本 番 だ ！ ！）

ー28 －



■フォー ラム を終 えて l

フォーラムの 終 了後 、子 ども実 行 委員会 のメンバー にアンケー トをとりました ♪

①あなたが 実行 委 具になるまでの「子 どもの権 利 条約 」についてのイメー ジは ？

＊文が難 しくて理解 できなかった

＊難 しそうとい うことだ け で 、あ ま りイメー ジ が わ か な か った

＊実 行委 員 になるまでは知 らなかった（名前 だけは知 っていた）

＊子 どもの権 利をあまり知らなかったので、本 当に守られ ているのか もよくわか らなかった

＊どこか のお偉 いさんが決 めた、僕 たちには 関係 のない名前だ けの 条約 かなと思っていた

＊国際 条約 のイメージで身近 には感 じなかった。（「遊 ぶ権 利 」にび っくりした）

②準備 の 会議 について「よか ったこと」や「こうしたらよか ったの に」などの感 想 。

＊最 初 はみ んなが ぜんぜ んまとまっていなか ったけど、少 しずつまとまりだした 。最 初 からみ んな

ま とま って い た らもっと良 いの が で きた と思 う。

＊み んなやるときはや るの でよかった けど、ふ ざけることも多くて意 見 がなか なかまとまらなか っ

た（時 間をうまく使 えていれ ばよかった。最 後 にバ タバタして焦 った。）

＊もうち ょっと早 め か ら準 備 した か った 。そ うす れ ば もっと新 しい 企 画 が できた と思 う（回 数 が もっと

あったほうが 良か った）

＊子 どもの権 利 条約 を知る人が増 えたの でよか った

＊合宿 は おもしろかったし、作 業 も進ん でよか った

＊企画 か ら自分 たちで決 めていけたの がよか った

＊大 人 の 人 が もう少 しい て くれ た らよか った

③実 行 委員 会の 中で、あなた 自身 は何 か変 わ りましたか ？

＊今までは、意 見が 言えなくて他 人 に流 され るタイプだったけれ ど、実 行 委員会 に入 ってか ら自分

の意 見をしっか り持 って積 極 的 に取 り組ん でいくことが できた。人前 に出ることが好 きになった。

あが り症が 少 しマシになった。

＊ま ともな 文 章 が 書 け るようにな った か な ？ ？真 剣 に なれ た ！ l

＊子 どもの 権 利 を 多 く知 る ことが で きた

＊いろんなことが初 め ての体 験だった

＊子 どもの権 利条 約をいろんな人に伝 えていけた らいいな－と思 うようになった

＊自分 が大 人 になったときに、子 どもの意 見を尊重 していこうと思 った（大 人の 中 にはまだまだ子

どもに意 見 を押 し付 ける 人 が いる と思 うの で 、そうい う人 を減 らして いきた い と思 った ）

④フォー ラム 当 日の感 想 。

＊緊 張 した

＊自分 たちが伝 えたいことが伝 わ るか 不 安だったけど、これ までか ん ばって作 り上 げたもの や お

客さんに伝 えたいことが 伝わ ったと思 う。劇 を見た人 はなにか考 えてくれ てかなあ？

＊ちょっとハ チャメチ ャだった の が『滋 賀 県』ぽ くてよか った

＊成 功 してよかった。達 成 感が あってよかった。疲 れ たけど、その ぶん喜 びも大きか った
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＊協 力しあって心が ひとつになったことが 一番 印象 的 。み んなが 一生 懸 命になれ てよかった

＊島小 学校 の発 表もすらす らと言 えてよかった（二 日 目の 分科 会 ）

＊何 をす るの に もとことん や るとい う気 持 ちが 強 くな った

＊劇 が 成功 したの は 良かったけれ ど、そのためだけに僕たちの活動 が あったのだとは思わ ず 、あ

くまでも子 どもの 権 利条 約 を広 めるため の ワンステップだと考 えて、これ か ら活 動などに活か し

ていけれ ば 良いと思う

＊めぐ氏が 泣いてくれてうれ しか った（笑 ）

＊シンポジウム は大 変だった

⑤実行委旦会が終わって＝・。

＊実 行 委 員会 は すごく楽 しくていっばい学 べ ることがあったので 、参 加 してよかった。自分 の ため

になった

＊もう一 回劇 をやってみ たい。またこの メンバーで何 か やりたいと思う

＊正 直 ホ ッとした け ど、終 わ ってしまうの は とて も寂 しい

＊「もう終 わ りか 」とい うくらい早 く感 じた

＊今 の メンバ ー だ け じやな くて 、ま だ 知 り合 って いな い 子 どもたち も集 ま って 何 か で きた らもっとい

い と思 う

＊最 初 は メンバー とも緊 張 してあまり話 せなか った けど、一 緒 にいるうちに意 見を言ったり仲 良く

なれ てよかった。はじめは 不安 だったけどみんな優 しくしてくれ て、仲 良くなれてよかった

＊フォーラム が終 わ った ことが すべ てじやなくて、まだ子 どもの 権 利 条約 が 広まっていないの で、

広め ていきたいと思う

＊とて もい い思 い 出 にな った

＊子 ども実 行 委 員 は もちろん 、周 りの 大 人 の 方 も人 たちも支 えてくれ た り、ひ とりひ とりが 頑 張 った

から無事 成功 したんだと思う

＊協 力できるメンバー最 高 ！ ！

＊た くさん の 人 と出 会 えて よか った

＊おつ か れ さま ！ ！あ りが とう ！ l
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・・・ ヱ0 0 0 年庁柵催地 熊本の乗行幸鼻会さり・・ ・
「子 どもの権 利条 約 フォー ラム 2 0 0 5 in しが 」実 行 委 員 会 の 皆 様 、フォー ラム の 成 功 お めでとう

ございます 。そして大 変 お疲 れ 様 で した 。

私たちはほんの一部しか存 じ上 げませんが 、時間をか けて検討され 、充実 したフォーラムだっ

たと伺 っています 。

テレビか らは 子 どもたちが 何 らか の 暴 力を受 l ■■■

tlllll■

人目を背 けたくなった りす るニュー スが 毎 日

のように流 れ ています 。一 方 で はパ トロー ル 隊 などを地 域 の 方たちの 協 力で行 ってお り、子 ども

たちを囲 む おとな

当法 人 でも C A

々に変 わ ってきてい るようにも感 じられ ます 。

ログラムの提供を軸 にさまざまな活動 や取 り組みを行っ

いニュースを耳 にす るた びに 一部 の 人たちの 努 力 だけ にどどまらない 、何 か

が必 要 とされ ているように思 います 。

すが、悲し

変革

2 0 0 6 年 は 熊本 の地 で「子 どもの権 利 条約 フォー ラム 」を開 催 す ることとなり、これ か ら当法 人

が呼びか けていろ

ちを取 り巻 く三

これ か ら子

団体 と手 をつなぎ実 行委 員会 を形 成 するところです 。少 しでも子 どもた

方向 に行 くように 力が 尽 くせ た らと思 っています 。

真ん 中におい

必要になってきます。ぜひ皆様のご

＼を重ね 、コミュニケー ションを取 ることが

ご支援をお願いいた

P O法人 くまもと子 ど 久米 田 薫

なお、熊本での開催 日は、2006 年 11 月 11，12 日熊本学園大学 にてです。

＝・詳 しくは 、全 国事 務 局 子 どもの 権 利 条 約 ネットワー ク h恍P：／／w w w 6．ocn．neJp／”ncrc／

をご覧 のうえ、お問 い合 わ せ 下 さい。

実行学長垂のあゆ∂ナ

沸

－3 1 －

2 0 0 4 年秋

淡海ネ ッ トワー ク．

セ ンター

喜 多明人民 より滋賀 での開催 呼び かけ受 ける

200 5 年

4 月 1 7 日

プ レ実行委員会

九冊法律事務所

呼びかけ以後 の経過 ・フォー ラムの 目的 ・開催 の意思確認

開催 日時 ・会場決定 ・第 1 回実行委員会 まで に委員の呼びか け

5 月 2 3 日 第 1 回

草津市市民活動交

流 プラザ

実行委員会参加呼び かけ状況確認

当 日までの 日程 と役割分担

6 月 2 1 日 第 2 回

野洲 中央公 民館

学習交流 「子 どもの権利 に関す る実態 ・意識調査」

「じん けん フェス タ しが 20 0 5」企 画提 案 ・応募 につ いて

自己紹介 を兼 ね各 自が行 って いる活動紹介 と子 どもの権利 につ

いて考 えているこ と

7 月 7 日 事務局会議

草津法律 事務 所

第 3 回実行委員会 内容 について

共催 ・後援 ・協力 団体 ・協賛呼びか け先について
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7 月 22 日 第 3 回

守 山市 コ ミュニテ

イホール

実行 委員 会役割分担確認

学習会 「来 て ・見て ・ガ ッテン～知 った らお も しろい 『子祖者権利

条約 』」講師 ：野 田正人氏

「じん けん フェスタ しが 200 5」参加 内容

全体 の企 画構想

8 月 3 日 事務局会議

草津法律事務所

「じん けん フェスタ しが 200 5」参加 企画 と役割 分担

8 月 15 日 事務局会議

草津法律事務所

「じん けん フェスタ しが 200 5」参加 企画について

全体企 画内容 につ いて

共催 ・後援 ・協賛 のお願 い文書作成

8 月 30 日 第 4 回

G ネ ッ トしが

「じんけん フェスタ しが 200 5」参加企 画 ・当 日タイムスケ ジュー

ル等

予算 ・フォー ラム全体企画 と 日程

8 月 3 1 日 事務局会議

草津法律事務所

「じん けん フェス タ しが 20 0 5」内容

分科会企 画内容 ・後援 ・協力 団体 ・協賛 呼び かけ

9 月 10 日 プ レフォー ラム 「こ

滋賀県立水 口文化芸

こが変だ よ子 どもの権利 」－ じんけん フェス タ しが 200 5－

術会館

10 月 3 日 第 5 回

守 山市市民活動交

流セ ンター

全体企画 内容（全体会 ・分科会 ・エ ンデ ィング）・宣伝計画

当 日までの 日程

10 月 13 日 事務局会議

草津法律事務所

賛 同・協賛の呼びか け状況

当 日参加費 ・申し込み受付 ・宣伝計画

11 月 1 日 第 6 回

守 山市市 民活動 交 、

流セ ンター

サ ブタイ トル の確認 ・企画 内容進捗状況 と時間配分 ・宣伝

11 月 18 日 第 7 回

G ネ ッ トしが

当’日代務 スケジュール と役割分担 ・参加 申し込 み状況

協賛 ・賛同金状況

11 月 2 9 日 事務局会議

草津法律事務所

当 日タイムスケジュール ・準備物確認 ・役割分担

12 月 3 ・4 日 当 日

12 月 14 日 事務局会議

草津法律事務所

事後処理 実務 と分担

20 0 6 年

1 月 13 日

最終実行委員会

草津法律事務所

収支報告 ・事後処理 と分担
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子どもの 権利 条 約 ネ ッ トワー ク

滋賀県労働者福祉協議会

子どもの権利 条約ネ ッ

滋賀県職員組合

有限会社 エー ワイ

滋賀県映画セ ンター

平柿法律事務所

小林事務機株式会社

滋賀 あ りが と うの 会

トワ ー ク

社会福祉法人穴太福祉会風の子保育園

子どもの権利 条例東京 市民 フォー ラム

めぐ ろ チ ャ イ ル ドラ イ ン

学校災害か ら子 どもを守 る全国連絡会

滋賀県保育協議会

ふちも と助産 院 （渕 元純子）

近江八幡市仏教婦人会

株式会社 ヤマプ ラ

富山ア ドラー心理 学研 究会

株式会社尾賀亀

近江八幡市商工会議所

滋賀 T C M 株式会社

株式会社 ロッテ滋賀 工場

（社）子 ども情報研 究セ ンター 田中文 子

高知 ア ドラー 心理学研 究会 尾 中孝 司

草土文化・子 どもの しあわせ 岩 堀瑞 子

滋賀 “人 間 と性”教 育研究 協議会

東京 シ ュー レ

N P O 法 人 アー ユ ス仏 教 国 際協 力 ネ ッ トワー ク

山口育 子 N P O チ ッチ

かわ に し子 ど もネ ッ ト事 務 局

川

林

多

田

川

原

井
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荒

小

暮
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小

井

横

荒

宮

川口

松田

松永

清野

中

牧

本

井

畑

荒

宮

藤

菓子

弘和

明人

重樹

和寧

文子

真

雅子

弘子

江

光

子

聴

成

茅

雅

景子

重人

晴嘩

浩子

川井 浩子

時川 典子

太田 理恵

澤田 裕子

田中 晴美

橋本 久代

鈴木 好江

阿部 道子

山田登志子

井上 ゆ か り

襖津 麻里

東純子

山元 久子

小林亜希子

中川 幸雄

竹下 育男

新井 は るみ

石田 文三

荒木 雅子

宮本 弘子

中部

本郷

福永

夜

視

子

深

仁

恭

高橋 さ と子

望月 和子

片山ひ ろ こ

海老沢文代

上杉 孝賓

高柳 滋美

吉永 省三

岡田 敬 子

久保 田由紀子

背戸 公子

白石 一浩

橋野美穂子

田家 文衛

熊澤今 日子

大塚 裕子

中村 勝彦

西畑 伸子

北千加枝

（ ボランスキー・真 弓 奥 田 清子 尾瀬 しのぶ 植 田友香理 木 下智恵子）
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